
                          

いじめは人間として絶対に許されない行為 
                            校長 大 村 浩 喜 

 文部科学省は先日、昨年度全国で起きた国公私市立学校のいじめ認知件数を発表し

ました。それによると北海道内で認知されたいじめは、小中高・特別支援学校を合わ

せると過去最高の３万４９９９件で、前年度比５０．７％増となっています。なかで

も心身や財産が深刻な被害を受ける「重大事態」は、全国で９２３件、道内では３４

件（前年度比２０件増）となっており、とても心配な数字です。 

 その背景には、コロナ禍で活動自粛していた部活動や学校行事が再開されたことで

接触機会が増えたこと、学校以外の相談窓口が増えたこと、各校でいじめを積極的に

認知する傾向が広がってきていることなどが考えられますが、いじめは人間として絶

対に許されない恥ずべき行為です。 

  

さて、右のグラフは、本校３年生で実施した

全国学力・学習状況調査にある生徒質問項目「い

じめはどんなことがあっても許されないと思う

か？」を経年比較（数字は％）したものです。

みなさんはこの数字を見てどう思いますか？

「いじめはどんなことがあっても許されない」

と考えている生徒は、今年度は９７％で全国平

均を超えています。でも、否定的な考えをして

いる少数派が存在しているのも事実です。やは

り、この数字は１００％でなければなりません。それは、どんな状況であれ、いじめは

人に嫌な思いをさせたり、心を傷つけたり、時には人生までも狂わせてしまったりする恐ろ

しい行為だからです。また、いじめをはやし立てたり傍観したりする行為もいじめる

行為と同様にあってはなりません。 

 

ところで、本校では、道徳の時間にいじめを題材とした「いじめ根絶授業」、苫小 

牧市いじめ問題子どもサミットの報告による取組事例の紹介を始め、生徒が主体とな

った活動を行っています。こうした活動により、日々の生活の中で生徒の意識を更に

向上させていくことを期待しています。後期になり生徒会が３年生から１・２年生に

バトンタッチしましたが、生徒の視点から日常の学校生活を見直す取組を行うととも

に、教師側からはいじめを見逃さない指導、SOS に気付き相談しやすい雰囲気づくり

に努めてまいります。人は落ち着いた人間関係でこそ、安心して自分の良さや力を発

揮することができます。自分にとって心の居場所がある学級、自分との違いを理解し相

手を認める温かい学級、真面目にやったことがしっかりと評価される学級、など一人一人

の存在が認められることが大切なのです。もしも、お子さんの様子で気になることや疑

問に思うことがあれば、いつでもお知らせください。子どもの安心安全を第一に考え、

学校と家庭がしっかりと連携していきましょう。後期もよろしくお願いいたします。 

 

 

 
【学校教育目標】主体的に学び 創造的に行動でき 心豊かで健康な生徒の育成 
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第８号 

双葉町１－１１－３ 

℡ ３２－５２３８ 

R1 R2 R3 R4 R5

系列1 97.1 92.4 97.5 96.8 97.0
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いじめはどんなことがあっても許されない。

R５全国平均：95.5% 



１１／２(木) 食に関する指導(１年) 

   ６(月) 校内研究大会 

   ７(火) 非行防止教室(２年) 

８(水) 学力テスト総合Ｃ(３年) 

９(木) 学年会議 

    リコーダー講習会(１年) 

  １０(金) 進路説明会 

  １５(水) Ｊアラート全国一斉試験 

  １６(木) 全協・常任委員会・業務監査 

  １７(金) 職員会議 

  １８(土) 開校記念日 

  ２１(火) けん玉講習会(７組) 

  ２４(金) 願書写真撮影(３年) 

       学年会議 

  ２８(火) 性教育(１年) 

  ２９(水) 三者懇談(３年)～１２／１ 

１２／２(土) 中学生主張発表大会 

   ５(火) 学年会議 

   ６(水) 校内推薦委員会 

   ８(金) 新しい和光中をつくる取組 

  １５(金) 職員会議 

  ２３(金) 終業式 

＜１１月～１２月の主な行事＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜新人戦等の大会結果＞ 

≪陸上≫ 栗山町にて駅伝大会開催 

【男女混成の部】第２位 

≪アイスホッケー部≫ 清水町にて開催 

【全道オータム大会】準優勝 

初 戦 合同Ｄ ７－２ 全十勝Ａ 

準決勝 合同Ｄ ８－４ 合同Ｅ 

決 勝 合同Ｄ ５－６ 釧路鳥取中 

≪バドミントン部≫ 苫小牧市にて開催 

【個人戦】 

 ベスト４ 胆振大会出場 

 ベスト８ 胆振大会出場 

≪中学生英語暗唱大会≫ 苫小牧市にて開催 

 ３位 胆振大会出場 

北海道からのお知らせ 

【道路交通法により努力義務】 

乗車用ヘルメットの着用 

【条例により努力義務】 

自転車損害賠償保険等への加入 

詳細は HPをご覧ください。 

「親子読書」強調月間！ 

 苫小牧市教育委員会では、子どもの読書週間

の定着に向け、家庭との連携を行っています。 

 １１月を「親子読書強調月間」として、親子

で一緒に読書をする取組を推進しています。 

 

弘済会 様に感謝 

 弘済会様の「スクールアシストパック事業」

よりデジタル生物顕微鏡が贈呈されました。 

接眼レンズをのぞきこ 

むことなく、搭載された 

カメラモニターに映し出 

された映像を確認できる 

顕微鏡です。理科の実験 

や授業で大いに活用させ 

ていただきます。 

第６４期 生徒会執行部 

生徒会長     

生徒会副会長   

生徒会副会長   

書記長      

書記次長     

会計長      

会計次長     

生活常任委員長  

学習常任委員長  

保体常任委員長  

美化常任委員長  

図書常任委員長  

広報常任委員長  

和光中の伝統を継承しつつ、更なる高みへと

引っ張っていくリーダーたちです。 

 


